
　
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
景
気
低
迷
が
長
期
化
し
て
い
る
今
日
で
は
夢
物
語
の
よ
う
だ
が
、
戦
後
の

廃
墟
か
ら
１
９
５
０
年
代
の
高
度
経
済
成
長
を
経
て
、
１
９
７
０
年
代
に
は
「
20
世
紀
の
経
済

的
奇
跡
」
と
ま
で
言
わ
れ
た
復
興
を
日
本
が
成
し
遂
げ
る
と
、
世
界
の
人
々
は
拍
手
喝
采
し
た
。

そ
し
て
、
多
く
の
海
外
の
学
者
が
日
本
の
成
功
の
秘
訣
を
探
ろ
う
と
し
た
。
そ
う
し
た
時
代
に

強
調
さ
れ
た
の
が
、
終
身
雇
用
・
年
功
序
列
・
企
業
組
合
を
３
本
柱
と
す
る
「
日
本
的
経
営
」

で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
日
本
の
会
社
は
単
な
る
利
益
追
求
を
目
指
す
個
人
の
集
合
で
は
な
く
、

労
資
が
一
体
化
し
た
家
族
の
よ
う
な
存
在
だ
と
い
う
「
経
営
家
族
主
義
」
論
も
盛
ん
に
唱
え
ら

れ
た
。
会
社
を
家
族
に
な
ぞ
ら
え
る
経
営
家
族
主
義
に
は
、
全
体
の
た
め
の
自
己
犠
牲
を
厭
わ

な
い
日
本
人
的
性
格
も
含
意
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
こ
そ
が
欧
米
の
個
人
主
義
に
対
す
る
日
本
的

集
団
主
義
の
極
み
と
し
て
理
解
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
議
論
に
先
鞭
を
つ
け
た
の
が
、ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ア
ベ
グ
レ
ン
の『
日
本
の
経
営
』（
原

著
１
９
５
８
年
）
で
あ
る
。
原
副
題
「
そ
の
社
会
組
織
の
分
析
」
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
彼

の
力
点
は
経
営
の
社
会
的
側
面
に
あ
っ
た
。
ア
ベ
グ
レ
ン
に
よ
れ
ば
、
使
い
捨
て
の
ア
メ
リ
カ

の
労
働
者
と
は
対
照
的
に
、
日
本
で
は
大
企
業
の
社
員
も
ま
る
で
家
族
の
一
員
の
よ
う
に
扱
わ

れ
て
い
て
、
退
職
ま
で
仕
事
は
保
障
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
給
与
体
系
は
生
産
性
と
直
接
関
係

な
い
社
員
の
年
齢
や
家
族
構
成
と
い
っ
た
社
会
的
考
慮
に
基
づ
い
て
い
る
う
え
に
、
福
利
厚
生
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策
も
充
実
し
て
い
る
の
で
、
会
社
へ
の
忠
誠
心
や
一
体
感
が
自
然
と
養
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

日
本
の
会
社
は
「
価
値
、
先
祖
、
信
仰
を
共
有
す
る
拡
大
家
族
」
な
の
だ
、
と
ア
ベ
グ
レ
ン
は

論
じ
た
。
彼
は
無
条
件
に
日
本
を
賞
賛
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
戦
勝
国
ア
メ
リ
カ
の
学
者
が

日
本
の
企
業
文
化
を
認
め
た
こ
と
に
、
多
く
の
日
本
人
は
自
負
心
を
く
す
ぐ
ら
れ
た
。

　
こ
の
手
の
議
論
に
は
、
明
治
以
降
の
度
重
な
る
労
働
争
議
や
労
使
の
対
立
を
看
過
し
て
い
る

と
い
う
批
判
が
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
英
語
圏
で
は
大
き
な
影
響
力
を
も
っ
た
。
た
と
え
ば
、

イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ナ
ル
ド
・
ド
ー
ア
は
、『
イ
ギ
リ
ス
の
工
場
・
日
本
の
工
場
』（
原
著
１
９
７
３

年
）
の
中
で
、
両
者
の
根
本
的
相
違
は
イ
ギ
リ
ス
的
個
人
主
義
と
日
本
的
集
団
主
義
に
あ
る
と

説
い
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
会
社
と
社
員
の
利
益
が
反
す
る
場
合
、
日
本
人
な
ら
ば
多
少
の
自
己

犠
牲
を
厭
わ
ず
会
社
の
た
め
に
尽
く
す
が
、
イ
ギ
リ
ス
人
に
そ
う
し
た
期
待
を
す
る
の
は
ま
ず

無
理
だ
と
い
う
。
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
イ
ギ
リ
ス
は
斜
陽
で
、
日
本
は
成
長
し
た
と
い
う
わ
け
だ
。

ド
ー
ア
は
、
日
本
人
は
「
会
社
と
い
う
家
族
」
の
た
め
に
自
分
の
家
族
を
犠
牲
に
し
が
ち
で
あ

る
と
警
告
す
る
一
方
で
、「
逆
収
斂
」
と
い
う
概
念
を
提
唱
し
た
。
こ
れ
は
、
近
代
化
の
遅
れ

た
日
本
が
欧
米
先
進
諸
国
に
収
斂
す
る
（
＝
い
ず
れ
同
化
す
る
）
の
で
は
な
く
、
近
代
化
に
遅

れ
た
か
ら
こ
そ
日
本
に
は
「
後
発
効
果
」
が
あ
る
の
で
、
い
ず
れ
欧
米
が
日
本
に
収
斂
す
る
と

い
う
考
え
で
あ
っ
た
。
欧
米
を
発
展
モ
デ
ル
と
す
る
近
代
化
論
の
逆
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　
戦
後
の
日
本
経
済
が
絶
頂
期
を
迎
え
つ
つ
あ
っ
た
１
９
７
９
年
、
１
冊
の
衝
撃
的
な
タ
イ
ト

ル
の
本
が
出
版
さ
れ
た
。『
ジ
ャ
パ
ン
ア
ズ
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
』
が
そ
れ
で
、
著
者
は
ハ
ー
ヴ
ァ

ー
ド
大
学
教
授
の
エ
ズ
ラ
・
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
で
あ
っ
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
大
企
業
が
国
際

的
成
功
を
収
め
た
の
は
、
集
団
へ
の
忠
誠
心
が
日
本
人
に
生
ま
れ
つ
き
備
わ
っ
て
い
る
か
ら
で

は
な
く―

―

海
外
で
は
日
本
の
「
侍
」
に
そ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
が
つ
い
て
い
る―

―

、
個
と
全

体
の
調
和
を
重
視
す
る
日
本
の
組
織
風
土
が
社
員
の
帰
属
意
識
を
強
め
、
そ
れ
が
高
い
生
産
性

に
寄
与
し
た
か
ら
で
あ
る
。ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
は
１
９
６
０
年
代
に
東
京
近
郊
の
自
治
体
を
調
査
し

た
硬
派
の
社
会
学
者
で
あ
っ
た
が
、
一
般
向
け
の
こ
の
本
で
は
、
日
本
の
成
功
を
鏡
と
し
て
自

己
満
足
に
陥
り
が
ち
な
ア
メ
リ
カ
人
に
反
省
を
迫
っ
た
。
副
題
が
「
ア
メ
リ
カ
へ
の
教
訓
」
と

な
っ
て
い
た
所
以
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
日
本
の
多
く
の
読
者
は
『
ジ
ャ
パ
ン
ア
ズ
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
そ
の
も
の
に
酔
っ
た
。

　
こ
う
し
た
議
論
が
世
界
を
席
巻
す
る
中
で
、
日
本
の
学
者
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た

だ
ろ
う
か
。
一
見
、
海
外
の
論
調
は
日
本
国
内
の
議
論
と
無
関
係
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
実

は
陰
に
陽
に
日
本
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
後
述
の
よ
う
に
経
営
家
族
主
義
そ
の

も
の
が
明
治
日
本
で
生
ま
れ
た
概
念
な
の
だ
が
、
日
本
の
会
社
を
家
族
に
比
し
た
外
国
人
学
者

の
多
く
は
、
産
業
社
会
学
者
で
『
日
本
的
経
営
』（
１
９
８
４
年
）
を
著
し
た
尾
高
邦
雄
や
、

社
会
人
類
学
者
で
文
化
勲
章
を
受
章
し
た
中
根
千
枝
の
影
響
を
受
け
て
い
た
。
特
に
、
中
根
の

『
タ
テ
社
会
の
人
間
関
係
』（
１
９
６
７
年
）
は
、
１
９
７
０
年
にJapanese Society
と
し
て

英
訳
さ
れ
、
海
外
に
お
け
る
日
本
研
究
の
必
読
書
と
な
っ
た
程
で
あ
る
（
た
だ
し
原
典
と
英
語

版
で
は
構
成
と
表
現
が
か
な
り
違
う
）。

　
私
の
専
門
は
文
化
人
類
学
な
の
で
、
中
根
に
つ
い
て
も
う
少
し
詳
し
く
述
べ
る
と
、
彼
女
は

「
場
」
と
「
資
格
」
と
い
う
対
概
念
を
提
示
し
て
、
日
本
に
お
け
る
場
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

大
学
を
例
に
と
れ
ば
、
教
授
や
事
務
員
や
学
生
と
い
っ
た
資
格
の
差
を
乗
り
越
え
て
、
同
じ
大

学
と
い
う
場
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
醸
し
出
さ
れ
る
一
体
感
が
大
切
な
の
だ
と
い
う
。
場
を

共
有
す
る
者
は
「
ウ
チ
」
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
者
は
「
ヨ
ソ
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
日

本
的
場
の
原
型
は
生
活
の
場
と
し
て
の
イ
エ
（
家
）
に
あ
り―

―

イ
エ
は
家
族
の
他
に
同
居
す

る
親
族
や
住
み
込
み
の
従
業
員
な
ど
を
含
む
生
活
集
団
と
し
て
理
解
さ
れ
る―

―

、
会
社
を
含

む
す
べ
て
の
日
本
の
組
織
は
イ
エ
の
構
造
的
拡
大
に
他
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
が
中
根
の
主
張

で
あ
っ
た
。Ｊ
Ｒ
が
「
国
鉄
」
と
呼
ば
れ
た
時
代
に
「
国
鉄
一
家
」
と
い
う
標
語
が
あ
っ
た
が
、

中
根
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
日
本
人
の
イ
エ
意
識
の
反
映
に
他
な
ら
な
い
。
海
外
の
経
営
家
族
主

義
論
者
に
と
っ
て
、
中
根
の
著
作
は
日
本
の
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
（
主
流
派
）
か
ら
の

格
好
の
お
墨
付
き
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
お
墨
付
き
を
与
え
た
の
は
学
者
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
経
営
者
も
日
本
の
伝
統
と
し
て
の
経

営
家
族
主
義
に
つ
い
て
積
極
的
に
発
言
し
た
。
そ
の
代
表
が
ソ
ニ
ー
の
盛
田
昭
夫
で
、
彼
は

M
ade in Japan

（
１
９
８
６
年
）
と
い
う
外
国
人
読
者
向
け
の
著
書
で
、「
日
本
の
経
営
者
の

も
っ
と
も
重
要
な
使
命
は
、
企
業
内
に
家
族
的
雰
囲
気
を
作
る
こ
と
で
あ
る
」
と
公
言
し
た
。

日
本
の
文
化
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
研
究
し
た
吉
野
耕
作
に
よ
る
と
、
い
わ
ゆ
る
日
本
人
論
・
日

本
文
化
論
の
最
大
の
消
費
者
は
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
、
特
に
海
外
進
出
を
果
た
し
た
大
企
業
の
戦
士

で
あ
っ
た
と
い
う
。
異
文
化
折
衝
の
現
場
に
立
た
さ
れ
た
彼
ら
は
、
盛
田
の
よ
う
な
発
言
を
携

え
て
外
国
人
と
交
流
し
た
の
だ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
経
営
家
族
主
義
は
明
治
以
降
の
家
族
国
家
観
と
深
い
関
係
が

あ
る
。
家
族
国
家
観
と
は
、
日
本
を
１
つ
の
大
家
族
と
み
な
し
て
、
天
皇
と
臣
民
の
関
係
を
「
家

欧
米
的
個
人
主
義
vs
日
本
的
集
団
主
義

K
uw

ayam
a T

akam
i

桑
山 

敬
己

日
本
の

自
画
像
の

系
譜

ル
ー
ス・ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
の『
菊
と
刀
』を
は
じ
め
、日
本
論
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
も
の
が
あ
る
が
、そ
れ
ら
国
内
外
の
交
錯
す
る
眼
差
し
か
ら
確
立
さ

れ
た
日
本
の「
自
画
像
」と
は
い
か
な
る
も
の
か
。「
欧
米
的
個
人
主
義

　日
本
的
集
団
主
義
」と
い
う
観
点
を
軸
に
、日
本
の
在
り
方
を
規
定
し

て
き
た
知
ら
れ
ざ
る
語
り
の
系
譜
を
辿
り
直
す
こ
と
で
、自
文
化
の
前

提
を
問
い
直
し
、新
た
な
自
己
発
見
の
可
能
性
を
探
る
。

日
本
人
学
者
と
経
営
者
の
影
響

戦
後
日
本
の
復
興
と
日
本
的
集
団
主
義

経
営
家
族
主
義
と
家
族
国
家
観

海
外
の
代
表
的「
経
営
家
族
主
義
」論

特
集
／
外
か
ら「
日
本
」を
見
直
す
／
そ
の
８

﹇
論
考
﹈
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長
と
赤
子
」
お
よ
び
「
本
家
と
分
家
」
に
な
ぞ
ら
え
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
親
に
孝
を

尽
く
す
よ
う
に
天
皇
に
忠
を
尽
く
し
、
家
の
先
祖
を
貴
ぶ
よ
う
に
皇
室
の
神
を
貴
ぶ
こ
と
が
求

め
ら
れ
た
。
家
族
国
家
論
は
明
治
20
年
代
か
ら
説
か
れ
始
め
た
国
家
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
、
学
校

で
は
修
身
の
授
業
を
通
じ
て
全
国
的
に
浸
透
し
、
第
２
次
世
界
大
戦
敗
戦
ま
で
猛
威
を
振
る
っ

た
。
そ
の
法
的
基
盤
は
家
制
度
を
規
定
し
た
明
治
民
法
（
１
８
９
８
年
施
行
）
に
あ
っ
た
。
会

社
を
家
族
に
な
ぞ
ら
え
る
経
営
家
族
主
義
は
、
国
家
を
家
族
に
な
ぞ
ら
え
る
家
族
国
家
論
の
ミ

ニ
チ
ュ
ア
版
で
あ
る
。

　
経
営
家
族
主
義
を
早
く
か
ら
標
榜
し
た
官
営
企
業
は
国
鉄
で
あ
っ
た
。
鉄
道
院
初
代
総
裁
の

後
藤
新
平
は
、
従
業
員
に
対
し
て
「
鉄
道
従
業
員
は
す
べ
て
家
族
た
る
の
精
神
を
も
っ
て
」「
常

に
家
の
名
誉
利
益
の
た
め
に
活
動
す
べ
き
」
と
説
き
、「
国
鉄
一
家
」
意
識
を
植
え
付
け
た
。

１
９
０
８
（
明
治
41
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。
大
正
時
代
が
近
く
な
る
と
、
資
本
家
は
盛
ん
に
経

営
家
族
主
義
を
持
ち
出
し
て
、
労
働
者
の
待
遇
改
善
要
求
に
対
処
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
典
型

が
工
場
法
（
１
８
８
２
年
立
案
、
１
９
１
１
年
成
立
）
に
ま
つ
わ
る
論
争
で
、
多
く
の
有
力
資

本
家
は
、
権
利
と
義
務
を
中
心
と
す
る
欧
米
の
個
人
主
義
に
由
来
す
る
工
場
法
は
、
家
族
主
義

を
美
徳
と
す
る
日
本
に
は
合
わ
な
い
と
い
う
論
陣
を
張
っ
た
。
同
様
の
論
法
は
労
働
組
合
法
に

も
見
ら
れ
た
。
法
案
は
１
９
２
０
年
頃
に
起
草
さ
れ
た
が
、
日
本
の
「
醇
風
美
俗
」
を
説
く
資

本
家
に
よ
っ
て
幾
度
と
な
く
阻
ま
れ
、
法
律
制
定
は
終
戦
後
ま
で
持
ち
越
さ
れ
た
。

　
こ
こ
で
日
本
人
論
・
日
本
文
化
論
の
観
点
か
ら
注
目
す
べ
き
こ
と
が
１
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、

欧
米
的
個
人
主
義
と
日
本
的
集
団
主
義
と
い
う
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
、
既
に
明
治
大
正
の
日
本
人
の

言
説
に
見
ら
れ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
し
か
も
、
集
団
主
義
（
こ
の
場
合
は
経
営
家
族
主
義
）

は
常
に
個
人
主
義
と
対
峙
す
る
形
で
語
ら
れ
て
い
て
、
欧
米
と
の
差
異
を
正
当
化
し
日
本
の
独

自
性
を
主
張
す
る
た
め
に
持
ち
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
不
思
議
な
こ
と
に
、
欧
米
の
個
人

主
義
は
所
与
と
し
て
措
定
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
内
実
が
問
わ
れ
る
こ
と
は
今
も
昔
も
ほ
と
ん
ど

な
い
。
た
だ
、
日
本
の
政
府
や
資
本
家
が
個
人
主
義
を
警
戒
し
た
の
は
、
労
働
運
動
の
背
後
に

は
共
産
主
義
思
想
が
あ
り
、
共
産
主
義
は
究
極
的
に
欧
米
の
個
人
主
義
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ

て
い
た
か
ら
だ
、
と
い
う
事
実
は
覚
え
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。

　
い
っ
た
い
、
欧
米
的
個
人
主
義
と
日
本
的
集
団
主
義
と
い
う
語
り
は
、
い
つ
誰
に
よ
っ
て
始

め
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
も
の
ご
と
の
起
源
を
問
う
ほ
ど
難
し
い
こ
と
は
な
い
が
、
私
の
見
立

て
で
は
パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
・
ロ
ー
エ
ル
の
『
極
東
の
魂
』（
原
著
１
８
８
８
年
）
に
１
つ
の
原
点

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
今
日
で
は
内
外
と
も
に
注
目
度
は
低
い
が
、
か
の
ラ
フ
カ
デ

ィ
オ
・
ハ
ー
ン
（
小
泉
八
雲
）
が
日
本
を
訪
れ
る
き
っ
か
け
を
作
っ
た
本
と
言
え
ば
、
関
心
は

一
気
に
高
ま
る
だ
ろ
う
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
そ
の
ロ
ー
エ
ル
は
大
森
貝
塚
を
発
見
し
た
エ
ド

ワ
ー
ド
・
モ
ー
ス
の
ア
メ
リ
カ
で
の
講
演
に
触
発
さ
れ
て
訪
日
し
た
と
い
う
。
以
下
、
個
人
主

義
と
集
団
主
義
を
中
心
に
海
外
の
日
本
人
論
・
日
本
文
化
論
の
系
譜
を
簡
単
に
辿
る
が
、
年
代

順
に
流
れ
を
追
う
の
で
は
な
く
、
読
者
に
馴
染
み
の
深
い
戦
後
の
著
作
か
ら
明
治
時
代
に
遡
っ

て
記
す
。

１
　
Ｒ
・
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
『
菊
と
刀
』（
原
著
１
９
４
６
年
）

　
ア
メ
リ
カ
を
代
表
す
る
文
化
人
類
学
者
ル
ー
ス
・
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
の
『
菊
と
刀
』
は
、
世
界

で
も
っ
と
も
多
く
の
読
者
を
獲
得
し
た
日
本
論
の
１
つ
で
あ
る
。
た
だ
、
彼
女
は
日
本
研
究
の

専
門
家
で
は
な
く
、
日
本
と
関
わ
り
を
も
っ
た
の
は
戦
時
中
に
ア
メ
リ
カ
政
府
の
情
報
機
関
に

配
属
さ
れ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
日
本
を
訪
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
、
事
実
誤
認
や

誤
解
が
少
な
く
な
い
。
そ
の
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
が
歴
史
に
名
を
残
し
た
の
は
、
情
報
機
関
の
同
僚

の
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　
大
方
の
解
説
書
と
は
裏
腹
に
、
実
は
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
が
日
本
人
の
集
団
主
義
に
触
れ
た
箇
所

は
ご
く
僅
か
で
、
第
３
章
「
各
々
其
ノ
所
ヲ
得
」
に
多
少
見
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。
こ
の
章
の

焦
点
は
ア
メ
リ
カ
の
自
由
平
等
と
日
本
の
階
層
制
度
の
比
較
に
あ
り
、
出
自
や
地
位
の
差
に
よ

る
束
縛
を
嫌
う
ア
メ
リ
カ
人
に
対
し
て
、
日
本
人
は
「
分
相
応
」
に
振
る
舞
う
と
さ
れ
た
。
ベ

ネ
デ
ィ
ク
ト
に
よ
れ
ば
、
そ
う
し
た
行
動
を
学
ぶ
場
が
イ
エ
で
あ
り
、
家
長
は
イ
エ
の
代
表
と

し
て
そ
の
名
誉
を
守
り
、
家
人
は
各
々
の
地
位
（
嫡
子
の
長
男
と
次
三
男
以
下
、
実
子
と
養
子

な
ど
の
区
分
）に
従
っ
て
行
動
す
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
。日
本
で
は「
イ
エ
の
意
志
へ
の
服
従
」

が
「
共
同
の
忠
誠
の
名
に
お
い
て
要
求
さ
れ
る
」
と
い
う
の
が
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
の
主
張
で
、
そ

れ
は
全
体
が
個
に
優
先
す
る
集
団
主
義
の
言
説
と
一
致
す
る
。

２
　
Ｊ
・
Ｆ
・
エ
ン
ブ
リ
ーT

he Japanese N
ation

（
１
９
４
５
年
）

　
同
じ
く
文
化
人
類
学
者
の
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
エ
ン
ブ
リ
ー
は
、
戦
前
に
熊
本
の
農
村
を
調
査
し

て
『
日
本
の
村
　
須
恵
村
』（
原
著
１
９
３
９
年
）
と
い
う
貴
重
な
記
録
を
残
し
た
。
そ
の
彼

が
書
い
た
本
書
（nation

に
は
民
族
・
国
民
・
国
の
意
味
が
あ
る
）
は
、
今
日
で
こ
そ
知
る
人

ぞ
知
る
存
在
だ
が
、
占
領
期
に
は
軍
関
係
者
を
含
む
ア
メ
リ
カ
人
に
よ
っ
て
広
く
読
ま
れ
た
。

一
般
書
な
の
で
日
本
の
社
会
文
化
的
特
徴
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
あ
り
、
所
々
に
ア
メ
リ

40CEL November 201641 CEL November 2016

策
も
充
実
し
て
い
る
の
で
、
会
社
へ
の
忠
誠
心
や
一
体
感
が
自
然
と
養
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

日
本
の
会
社
は
「
価
値
、
先
祖
、
信
仰
を
共
有
す
る
拡
大
家
族
」
な
の
だ
、
と
ア
ベ
グ
レ
ン
は

論
じ
た
。
彼
は
無
条
件
に
日
本
を
賞
賛
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
戦
勝
国
ア
メ
リ
カ
の
学
者
が

日
本
の
企
業
文
化
を
認
め
た
こ
と
に
、
多
く
の
日
本
人
は
自
負
心
を
く
す
ぐ
ら
れ
た
。

　
こ
の
手
の
議
論
に
は
、
明
治
以
降
の
度
重
な
る
労
働
争
議
や
労
使
の
対
立
を
看
過
し
て
い
る

と
い
う
批
判
が
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
英
語
圏
で
は
大
き
な
影
響
力
を
も
っ
た
。
た
と
え
ば
、

イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ナ
ル
ド
・
ド
ー
ア
は
、『
イ
ギ
リ
ス
の
工
場
・
日
本
の
工
場
』（
原
著
１
９
７
３

年
）
の
中
で
、
両
者
の
根
本
的
相
違
は
イ
ギ
リ
ス
的
個
人
主
義
と
日
本
的
集
団
主
義
に
あ
る
と

説
い
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
会
社
と
社
員
の
利
益
が
反
す
る
場
合
、
日
本
人
な
ら
ば
多
少
の
自
己

犠
牲
を
厭
わ
ず
会
社
の
た
め
に
尽
く
す
が
、
イ
ギ
リ
ス
人
に
そ
う
し
た
期
待
を
す
る
の
は
ま
ず

無
理
だ
と
い
う
。
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
イ
ギ
リ
ス
は
斜
陽
で
、
日
本
は
成
長
し
た
と
い
う
わ
け
だ
。

ド
ー
ア
は
、
日
本
人
は
「
会
社
と
い
う
家
族
」
の
た
め
に
自
分
の
家
族
を
犠
牲
に
し
が
ち
で
あ

る
と
警
告
す
る
一
方
で
、「
逆
収
斂
」
と
い
う
概
念
を
提
唱
し
た
。
こ
れ
は
、
近
代
化
の
遅
れ

た
日
本
が
欧
米
先
進
諸
国
に
収
斂
す
る
（
＝
い
ず
れ
同
化
す
る
）
の
で
は
な
く
、
近
代
化
に
遅

れ
た
か
ら
こ
そ
日
本
に
は
「
後
発
効
果
」
が
あ
る
の
で
、
い
ず
れ
欧
米
が
日
本
に
収
斂
す
る
と

い
う
考
え
で
あ
っ
た
。
欧
米
を
発
展
モ
デ
ル
と
す
る
近
代
化
論
の
逆
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　
戦
後
の
日
本
経
済
が
絶
頂
期
を
迎
え
つ
つ
あ
っ
た
１
９
７
９
年
、
１
冊
の
衝
撃
的
な
タ
イ
ト

ル
の
本
が
出
版
さ
れ
た
。『
ジ
ャ
パ
ン
ア
ズ
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
』
が
そ
れ
で
、
著
者
は
ハ
ー
ヴ
ァ

ー
ド
大
学
教
授
の
エ
ズ
ラ
・
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
で
あ
っ
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
大
企
業
が
国
際

的
成
功
を
収
め
た
の
は
、
集
団
へ
の
忠
誠
心
が
日
本
人
に
生
ま
れ
つ
き
備
わ
っ
て
い
る
か
ら
で

は
な
く―

―

海
外
で
は
日
本
の
「
侍
」
に
そ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
が
つ
い
て
い
る―

―

、
個
と
全

体
の
調
和
を
重
視
す
る
日
本
の
組
織
風
土
が
社
員
の
帰
属
意
識
を
強
め
、
そ
れ
が
高
い
生
産
性

に
寄
与
し
た
か
ら
で
あ
る
。ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
は
１
９
６
０
年
代
に
東
京
近
郊
の
自
治
体
を
調
査
し

た
硬
派
の
社
会
学
者
で
あ
っ
た
が
、
一
般
向
け
の
こ
の
本
で
は
、
日
本
の
成
功
を
鏡
と
し
て
自

己
満
足
に
陥
り
が
ち
な
ア
メ
リ
カ
人
に
反
省
を
迫
っ
た
。
副
題
が
「
ア
メ
リ
カ
へ
の
教
訓
」
と

な
っ
て
い
た
所
以
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
日
本
の
多
く
の
読
者
は
『
ジ
ャ
パ
ン
ア
ズ
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
そ
の
も
の
に
酔
っ
た
。

　
こ
う
し
た
議
論
が
世
界
を
席
巻
す
る
中
で
、
日
本
の
学
者
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た

だ
ろ
う
か
。
一
見
、
海
外
の
論
調
は
日
本
国
内
の
議
論
と
無
関
係
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
実

は
陰
に
陽
に
日
本
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
後
述
の
よ
う
に
経
営
家
族
主
義
そ
の

も
の
が
明
治
日
本
で
生
ま
れ
た
概
念
な
の
だ
が
、
日
本
の
会
社
を
家
族
に
比
し
た
外
国
人
学
者

の
多
く
は
、
産
業
社
会
学
者
で
『
日
本
的
経
営
』（
１
９
８
４
年
）
を
著
し
た
尾
高
邦
雄
や
、

社
会
人
類
学
者
で
文
化
勲
章
を
受
章
し
た
中
根
千
枝
の
影
響
を
受
け
て
い
た
。
特
に
、
中
根
の

『
タ
テ
社
会
の
人
間
関
係
』（
１
９
６
７
年
）
は
、
１
９
７
０
年
にJapanese Society

と
し
て

英
訳
さ
れ
、
海
外
に
お
け
る
日
本
研
究
の
必
読
書
と
な
っ
た
程
で
あ
る
（
た
だ
し
原
典
と
英
語

版
で
は
構
成
と
表
現
が
か
な
り
違
う
）。

　
私
の
専
門
は
文
化
人
類
学
な
の
で
、
中
根
に
つ
い
て
も
う
少
し
詳
し
く
述
べ
る
と
、
彼
女
は

「
場
」
と
「
資
格
」
と
い
う
対
概
念
を
提
示
し
て
、
日
本
に
お
け
る
場
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

大
学
を
例
に
と
れ
ば
、
教
授
や
事
務
員
や
学
生
と
い
っ
た
資
格
の
差
を
乗
り
越
え
て
、
同
じ
大

学
と
い
う
場
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
醸
し
出
さ
れ
る
一
体
感
が
大
切
な
の
だ
と
い
う
。
場
を

共
有
す
る
者
は
「
ウ
チ
」
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
者
は
「
ヨ
ソ
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
日

本
的
場
の
原
型
は
生
活
の
場
と
し
て
の
イ
エ
（
家
）
に
あ
り―

―

イ
エ
は
家
族
の
他
に
同
居
す

る
親
族
や
住
み
込
み
の
従
業
員
な
ど
を
含
む
生
活
集
団
と
し
て
理
解
さ
れ
る―

―

、
会
社
を
含

む
す
べ
て
の
日
本
の
組
織
は
イ
エ
の
構
造
的
拡
大
に
他
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
が
中
根
の
主
張

で
あ
っ
た
。Ｊ
Ｒ
が
「
国
鉄
」
と
呼
ば
れ
た
時
代
に
「
国
鉄
一
家
」
と
い
う
標
語
が
あ
っ
た
が
、

中
根
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
日
本
人
の
イ
エ
意
識
の
反
映
に
他
な
ら
な
い
。
海
外
の
経
営
家
族
主

義
論
者
に
と
っ
て
、
中
根
の
著
作
は
日
本
の
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
（
主
流
派
）
か
ら
の

格
好
の
お
墨
付
き
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
お
墨
付
き
を
与
え
た
の
は
学
者
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
経
営
者
も
日
本
の
伝
統
と
し
て
の
経

営
家
族
主
義
に
つ
い
て
積
極
的
に
発
言
し
た
。
そ
の
代
表
が
ソ
ニ
ー
の
盛
田
昭
夫
で
、
彼
は

M
ade in Japan

（
１
９
８
６
年
）
と
い
う
外
国
人
読
者
向
け
の
著
書
で
、「
日
本
の
経
営
者
の

も
っ
と
も
重
要
な
使
命
は
、
企
業
内
に
家
族
的
雰
囲
気
を
作
る
こ
と
で
あ
る
」
と
公
言
し
た
。

日
本
の
文
化
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
研
究
し
た
吉
野
耕
作
に
よ
る
と
、
い
わ
ゆ
る
日
本
人
論
・
日

本
文
化
論
の
最
大
の
消
費
者
は
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
、
特
に
海
外
進
出
を
果
た
し
た
大
企
業
の
戦
士

で
あ
っ
た
と
い
う
。
異
文
化
折
衝
の
現
場
に
立
た
さ
れ
た
彼
ら
は
、
盛
田
の
よ
う
な
発
言
を
携

え
て
外
国
人
と
交
流
し
た
の
だ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
経
営
家
族
主
義
は
明
治
以
降
の
家
族
国
家
観
と
深
い
関
係
が

あ
る
。
家
族
国
家
観
と
は
、
日
本
を
１
つ
の
大
家
族
と
み
な
し
て
、
天
皇
と
臣
民
の
関
係
を
「
家
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カ
人
の
個
人
主
義
と
日
本
人
の
集
団
主
義
が
対
比
さ
れ
て
い
る
。
エ
ン
ブ
リ
ー
曰
く
、「
日
本

の
政
治
構
造
全
体
の
根
底
に
は
多
く
の
伝
統
的
観
念
が
潜
ん
で
い
る
。
社
会
は
個
人
よ
り
重
要

で
あ
る
と
い
う
考
え
は
そ
の
１
つ
だ
」「
日
本
文
化
は
個
人
よ
り
集
団
の
価
値
を
重
視
す
る
。

日
本
人
は
自
分
の
た
め
で
は
な
く
家
族
や
国
の
た
め
に
働
く
よ
う
に
教
え
ら
れ
て
い
る
。
日
本

的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
と
っ
て
個
人
主
義
は
罪
で
あ
る
」「
日
本
人
は
集
団
的
連
帯
を
強
調
す
る
。

そ
れ
は
自
集
団
へ
の
忠
誠
と
い
う
義
務
を
含
む
。
そ
の
結
果
、
彼
ら
は
雇
用
者
や
家
族
の
利
益

を
は
じ
め
、
自
分
が
所
属
す
る
す
べ
て
の
集
団
の
利
益
を
守
ろ
う
と
す
る
」。

３
　
Ｌ
・
ハ
ー
ン『
日
本
』（
原
著
１
９
０
４
年
）

　
江
戸
時
代
末
期
の
開
国
か
ら
明
治
中
期
に
か

け
て
、「
お
雇
い
外
国
人
教
師
」
を
含
む
多
く

の
知
識
人
が
欧
米
か
ら
訪
れ
て
日
本
の
風
俗
に

つ
い
て
語
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
国
際
情

勢
の
変
化
に
よ
っ
て
訪
問
者
数
も
報
告
数
も
減

っ
て
い
っ
た
。
明
治
後
期
の
著
作
が
多
い
ハ
ー

ン
は
、
い
わ
ば
第
２
世
代
に
属
す
る
。
今
日
、

彼
は
日
本
人
の
間
で
『
怪
談
』
の
作
者
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
が
、
当
時
の
西
洋
で
は
卓
越
し

た
日
本
文
化
の
紹
介
者
と
し
て
名
を
馳
せ
て
い

た
。
本
書
は
彼
の
最
晩
年
の
著
作
で
あ
る
。

　
ハ
ー
ン
の
日
本
観
の
１
つ
の
大
き
な
特
徴
は
、

日
本
の
歴
史
は
日
本
の
宗
教
の
歴
史
そ
の
も
の

だ
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
家
族
を

論
じ
る
に
せ
よ
共
同
体
を
論
じ
る
に
せ
よ
、
ハ
ー
ン
は
日
本
人
の
信
仰
な
か
ん
ず
く
祖
先
崇
拝

に
注
目
し
た
。
ま
た
、
意
外
に
も
彼
は
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
の
社
会
進
化
論
に
影
響
を

受
け
て
い
て
、
家
族
内
の
祖
先
崇
拝
が
共
同
体
内
の
氏
神
信
仰
に
発
展
し
、
そ
れ
が
国
家
の
皇

祖
神
信
仰
に
発
展
し
た
と
主
張
し
た
。『
日
本
』
の
第
５
章
「
日
本
の
家
族
」
に
お
け
る
ハ
ー

ン
の
叙
述
は
、
古
代
と
現
代
の
区
別
が
曖
昧
だ
と
い
う
欠
点
が
あ
る
が
、
家
族
全
体
の
利
益
が

個
人
の
自
由
に
優
先
す
る
こ
と
を
強
調
し
た
点
で
、
日
本
的
集
団
主
義
を
説
い
た
と
理
解
し
て

よ
い
。
ハ
ー
ン
曰
く
、「
ど
れ
ほ
ど
個
人
は
宗
教
的
集
団
と
し
て
の
家
族
の
犠
牲
に
な
っ
た
こ

と
か
」「
祖
先
崇
拝
は
個
人
の
自
由
を
認
め
な
か
っ
た
。
誰
も
自
分
の
快
楽
の
ま
ま
に
生
き
る

こ
と
は
で
き
ず
、
誰
も
が
規
則
に
従
っ
て
生
き
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
」「
個
人
に
法
的
地
位
は

な
く
、
家
族
が
社
会
の
単
位
で
あ
っ
た
」「
家
長
で
さ
え
法
的
に
は
家
族
の
代
表
者
と
し
て
の

み
存
在
し
た
」。
そ
し
て
、
続
く
第
６
章
「
共
同
体
の
祭
祀
」
で
は
、
家
族
は
地
域
共
同
体
（
村
）

の
意
志
に
従
属
し
た
と
論
じ
た
の
で
あ
っ
た
。

４
　
Ｐ
・
ロ
ー
エ
ル
『
極
東
の
魂
』（
原
著
１
８
８
８
年
）

　
天
文
学
者
と
し
て
知
ら
れ
た
ロ
ー
エ
ル
は
19
世
紀
末
に
東
ア
ジ
ア
諸
国
を
訪
れ
、
同
地
域
の

精
神
文
化
に
関
す
る
著
作
を
い
く
つ
か
残
し
た
。
本
書
の
主
題
は
、「
極
東
人
」
と
し
て
一
括

さ
れ
た
日
本
人
・
朝
鮮
人
・
中
国
人
の
「
没
個

性
」（im

personality

）
で
、
そ
の
家
族
生
活
・

言
語
芸
術
・
宗
教
に
お
け
る
様
子
が
描
か
れ
て

い
る
。
没
個
性
の
対
比
概
念
は
西
洋
の
「
個
我
」

（individuality

）
で
あ
る
。

　
冒
頭
で
西
洋
と
極
東
は
す
べ
て
が
真
逆
だ
と

し
た
ロ
ー
エ
ル
は
、
第
１
章
「
個
我
」
で
「
自

我
が
西
洋
人
の
心
の
本
質
で
あ
る
な
ら
、
極
東

の
魂
は
没
個
性
で
あ
る
」
と
説
い
た
。
そ
し
て
、

続
く
第
２
章
「
家
族
」
と
第
３
章
「
養
子
」
で
は
、

以
下
の
よ
う
な
議
論
を
展
開
し
た
。（
１
）
極

東
の
社
会
単
位
は
個
人
で
は
な
く
家
族
で
あ
る
。

（
２
）
自
己
を
中
心
に
人
間
関
係
が
回
る
西
洋

人
の
社
会
観
は
天
動
説
的
で
あ
り
、
極
東
人
の

そ
れ
は
家
族
を
回
転
軸
と
す
る
。（
３
）
極
東

の
帝
国
は
１
つ
の
大
家
族
に
、
家
族
は
１
つ
の

小
帝
国
に
な
ぞ
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。（
４
）
家
長
の
権
限
は
彼
個
人
の
力
で
は
な
く
、
家

族
の
代
表
と
し
て
の
地
位
に
由
来
す
る
。（
５
）
個
々
の
家
族
成
員
の
生
活
は
家
族
全
体
の
生

活
と
不
可
分
で
あ
る
。（
６
）
養
子
を
と
る
の
は
子
ど
も
へ
の
愛
情
か
ら
で
は
な
く
、
家
族
の

系
譜
を
永
続
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
極
東
で
は
成
人
の
婿
養
子
が
多
い
、
等
々
。

そ
の
う
え
で
、
ロ
ー
エ
ル
は
極
東
の
家
族
生
活
を
誕
生
か
ら
結
婚
ま
で
概
観
し
、
個
人
の
行
動

が
家
族
の
名
の
も
と
に
規
制
さ
れ
て
い
る
様
を
描
い
た
。

　
対
象
を
日
本
に
限
る
と
、
家
族
国
家
観
が
登
場
す
る
前
に
、「
帝
国
は
１
つ
の
大
家
族
」
と

指
摘
し
た
こ
と
は
卓
見
で
あ
る
。
ま
た
、
西
洋
の
個
我
と
明
確
に
対
比
す
る
形
で
極
東
の
没
個

性
に
つ
い
て
述
べ
た
こ
と
は
、
後
の
個
人
主
義
と
集
団
主
義
と
い
う
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
形
成
に
大

き
く
寄
与
し
た
。
た
だ
、
ロ
ー
エ
ル
に
は
社
会
進
化
論
者
と
し
て
の
側
面
が
あ
っ
て
、
人
間
の

精
神
は
個
人
の
成
長
と
と
も
に
発
達
す
る
の
で
、
没
個
性
を
特
徴
と
す
る
極
東
は
滅
び
る
運
命

に
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
当
時
の
欧
米
列
強
の
圧
倒
的
力
に
鑑
み
れ
ば
、
そ
う
し
た
考
え
を
一

笑
に
付
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
西
洋
文
明
の
お
ご驕
り
が
個
人
主
義
を
集
団
主
義
の
上
に
置
い
た

こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。

　
以
上
、
経
営
家
族
主
義
を
中
心
に
、
内
外
の
代
表
的
な
日
本
人
論
・
日
本
文
化
論
の
系
譜
を

辿
っ
た
。
最
後
に
３
つ
の
こ
と
を
述
べ
て
本
論
を
閉
じ
た
い
。

　
第
一
は
、
海
外
の
文
化
人
類
学
者
の
間
で
は
、
エ
ン
ブ
リ
ー
や
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
が
日
本
研
究

の
起
点
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
以
前
と
の
関
係
が
ほ
と
ん
ど
問
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。実
は
か
く
言
う
私
も
無
関
心
だ
っ
た
の
だ
が
、10
年
ほ
ど
前
に
ハ
ー
ン
の『
心
』（
原

著
１
８
９
６
年
）
を
読
ん
で
い
た
と
き
、
彼
の
日
本
人
の
祖
先
崇
拝
の
描
写
が
、『
菊
と
刀
』

で
も
っ
と
も
よ
く
知
ら
れ
た
恩
と
義
理
の
部
分
と
よ
く
似
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
（
詳
し
く

は
桑
山
編
『
日
本
は
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
た
か
』
の
序
論
を
参
照
）。『
菊
と
刀
』
に
は
参
考
文

献
が
ほ
と
ん
ど
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
の
日
本
観
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ

れ
た
か
は
長
ら
く
謎
だ
っ
た
が
、
最
近
に
な
っ
て
上
述
の
情
報
機
関
の
同
僚―

―

特
に
『
日
本

人
の
性
格
構
造
と
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
』（
原
著
１
９
４
２
年
）
の
著
者
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ゴ
ー
ラ
ー

―
―

の
研
究
に
影
響
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
は

ハ
ー
ン
に
も
影
響
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
本
論
で
試
み
た
よ
う
に
、
明
治
大
正
期
に
日
本
を

訪
れ
た
外
国
人
の
著
作
を
丹
念
に
読
み
込
め
ば
、
見
失
わ
れ
た
戦
前
と
戦
後
の
接
点
が
見
つ
か

る
か
も
し
れ
な
い
。

　
第
二
は
、
モ
ー
ス
が
活
躍
し
た
明
治
初
期
か
ら
、
日
本
の
知
識
人
や
指
導
者
は
、
時
と
し
て

欧
米
人
の
日
本
論
に
感
銘
を
受
け
な
が
ら
、
時
と
し
て
彼
ら
に
反
発
し
な
が
ら
自
画
像
を
描
い

て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
戦
後
直
後
に
出
版
さ
れ
た
『
菊
と
刀
』
が
、
い

ま
だ
に
多
く
の
日
本
人
に
よ
っ
て
議
論
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
だ
ろ
う
。
既
に
述
べ

た
よ
う
に
、
明
治
大
正
期
に
経
営
家
族
主
義
を
説
い
た
日
本
の
資
本
家
は
、
そ
れ
を
欧
米
の
個

人
主
義
と
対
峙
さ
せ
て
日
本
の
独
自
性
を
主
張
し
た
。
同
様
の
構
図
は
、
経
営
家
族
主
義
の
基

と
な
っ
た
家
族
国
家
観
に
も
言
え
る
。
祖
先
／
皇
祖
神
崇
拝
の
重
要
性
を
説
い
た
彼
ら
が
意
識

し
て
い
た
の
は
、
個
人
の
信
仰
を
重
視
す
る
キ
リ
ス
ト
教
と
、
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
（
と
想
定

さ
れ
た
）
個
人
主
義
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
日
本
人
が
展
開
し
た
集
団
主
義
論
は
、
近
現
代

の
覇
権
を
握
っ
た
欧
米
へ
の
「
反
覇
権
的
言
説
」
で
あ
っ
た
。
当
初
、
そ
れ
は
欧
米
の
学
者
に

よ
っ
て
疑
問
視
さ
れ
て
い
た
が
、
戦
後
日
本
経
済
の
復
興
を
き
っ
か
け
に
肯
定
的
に
評
価
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
れ
が
日
本
に
逆
輸
入
さ
れ
て
多
く
の
日
本
人
自
身
の
自
画
像
に
取
り
込

ま
れ
た
の
で
あ
る
。

　
第
三
は
、
い
ま
述
べ
た
こ
と
と
関
連
す
る
が
、
自
己
像
は
他
者
像
と
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
自
己
は
他
者
と
の
関
係
で
の
み
存
在
す
る
、
と
い
う
事
実

か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
も
っ
と
も
、
す
べ
て
の
他
者
が
自
己
に
と
っ
て
同
じ
意
味

を
も
つ
わ
け
で
は
な
い
。
自
画
像
を
描
く
際
の
「
重
要
な
他
者
」
と
は
、
肯
定
的
に
せ
よ
否
定

的
に
せ
よ
、
自
己
が
比
較
の
対
象
と
し
て
選
ん
だ
相
手
で
あ
る
。
近
現
代
の
日
本
に
と
っ
て
、

こ
の
重
要
な
他
者
と
は
欧
米
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
欧
米
人
の
日
本
に
対
す
る
眼
差
し
は
、

日
本
人
の
自
画
像
に
決
定
的
な
重
み
を
も
っ
た
。
た
だ
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
日
本
的
集

団
主
義
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
措
定
さ
れ
た
欧
米
的
個
人
主
義
は
、
き
わ
め
て
一
般
化
か
つ

理
念
化
さ
れ
た
他
者
像
で
あ
っ
て
、
そ
の
内
実
が
十
分
検
討
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
実
は
、
家
族
国
家
観
を
提
唱
し
た
日
本
の
知
識
人
の
欧
米
理
解
が
浅
薄
で
あ
る
と
い
う
批

判
は
、
彼
ら
の
論
敵
に
よ
っ
て
度
々
な
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
の
事
実
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
を
生
き
る
我
々
に
与
え
る
教
訓
は
明
白
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

国
内
外
で
頻
繁
に
接
触
す
る
よ
う
に
な
っ
た
外
国
人―

―

人
類
学
者
は
彼
ら
の
こ
と
を
「
異
質

の
他
者
」
と
呼
ぶ―

―

に
対
す
る
深
い
理
解
が
な
け
れ
ば
、
十
全
な
自
己
理
解
は
有
り
得
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
不
完
全
な
他
者
像
に
基
づ
く
教
条
化
し
た
自
己
像
は
、
戦
前

の
皇
国
史
観
を
支
え
た
家
族
国
家
観
の
よ
う
に
、
偏
狭
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
排
外
主
義
を
も

た
ら
す
だ
け
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
逆
説
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
だ
ろ
う
が
、
健
全
で
等
身
大

の
自
画
像
を
描
く
た
め
に
は
、
鏡
像
と
し
て
の
他
者
を
注
意
深
く
観
察
し
て
描
く
必
要
が
あ
る

の
だ
。
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策
も
充
実
し
て
い
る
の
で
、
会
社
へ
の
忠
誠
心
や
一
体
感
が
自
然
と
養
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

日
本
の
会
社
は
「
価
値
、
先
祖
、
信
仰
を
共
有
す
る
拡
大
家
族
」
な
の
だ
、
と
ア
ベ
グ
レ
ン
は

論
じ
た
。
彼
は
無
条
件
に
日
本
を
賞
賛
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
戦
勝
国
ア
メ
リ
カ
の
学
者
が

日
本
の
企
業
文
化
を
認
め
た
こ
と
に
、
多
く
の
日
本
人
は
自
負
心
を
く
す
ぐ
ら
れ
た
。

　
こ
の
手
の
議
論
に
は
、
明
治
以
降
の
度
重
な
る
労
働
争
議
や
労
使
の
対
立
を
看
過
し
て
い
る

と
い
う
批
判
が
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
英
語
圏
で
は
大
き
な
影
響
力
を
も
っ
た
。
た
と
え
ば
、

イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ナ
ル
ド
・
ド
ー
ア
は
、『
イ
ギ
リ
ス
の
工
場
・
日
本
の
工
場
』（
原
著
１
９
７
３

年
）
の
中
で
、
両
者
の
根
本
的
相
違
は
イ
ギ
リ
ス
的
個
人
主
義
と
日
本
的
集
団
主
義
に
あ
る
と

説
い
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
会
社
と
社
員
の
利
益
が
反
す
る
場
合
、
日
本
人
な
ら
ば
多
少
の
自
己

犠
牲
を
厭
わ
ず
会
社
の
た
め
に
尽
く
す
が
、
イ
ギ
リ
ス
人
に
そ
う
し
た
期
待
を
す
る
の
は
ま
ず

無
理
だ
と
い
う
。
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
イ
ギ
リ
ス
は
斜
陽
で
、
日
本
は
成
長
し
た
と
い
う
わ
け
だ
。

ド
ー
ア
は
、
日
本
人
は
「
会
社
と
い
う
家
族
」
の
た
め
に
自
分
の
家
族
を
犠
牲
に
し
が
ち
で
あ

る
と
警
告
す
る
一
方
で
、「
逆
収
斂
」
と
い
う
概
念
を
提
唱
し
た
。
こ
れ
は
、
近
代
化
の
遅
れ

た
日
本
が
欧
米
先
進
諸
国
に
収
斂
す
る
（
＝
い
ず
れ
同
化
す
る
）
の
で
は
な
く
、
近
代
化
に
遅

れ
た
か
ら
こ
そ
日
本
に
は
「
後
発
効
果
」
が
あ
る
の
で
、
い
ず
れ
欧
米
が
日
本
に
収
斂
す
る
と

い
う
考
え
で
あ
っ
た
。
欧
米
を
発
展
モ
デ
ル
と
す
る
近
代
化
論
の
逆
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　
戦
後
の
日
本
経
済
が
絶
頂
期
を
迎
え
つ
つ
あ
っ
た
１
９
７
９
年
、
１
冊
の
衝
撃
的
な
タ
イ
ト

ル
の
本
が
出
版
さ
れ
た
。『
ジ
ャ
パ
ン
ア
ズ
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
』
が
そ
れ
で
、
著
者
は
ハ
ー
ヴ
ァ

ー
ド
大
学
教
授
の
エ
ズ
ラ
・
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
で
あ
っ
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
大
企
業
が
国
際

的
成
功
を
収
め
た
の
は
、
集
団
へ
の
忠
誠
心
が
日
本
人
に
生
ま
れ
つ
き
備
わ
っ
て
い
る
か
ら
で

は
な
く―

―

海
外
で
は
日
本
の
「
侍
」
に
そ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
が
つ
い
て
い
る―

―

、
個
と
全

体
の
調
和
を
重
視
す
る
日
本
の
組
織
風
土
が
社
員
の
帰
属
意
識
を
強
め
、
そ
れ
が
高
い
生
産
性

に
寄
与
し
た
か
ら
で
あ
る
。ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
は
１
９
６
０
年
代
に
東
京
近
郊
の
自
治
体
を
調
査
し

た
硬
派
の
社
会
学
者
で
あ
っ
た
が
、
一
般
向
け
の
こ
の
本
で
は
、
日
本
の
成
功
を
鏡
と
し
て
自

己
満
足
に
陥
り
が
ち
な
ア
メ
リ
カ
人
に
反
省
を
迫
っ
た
。
副
題
が
「
ア
メ
リ
カ
へ
の
教
訓
」
と

な
っ
て
い
た
所
以
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
日
本
の
多
く
の
読
者
は
『
ジ
ャ
パ
ン
ア
ズ
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
そ
の
も
の
に
酔
っ
た
。

　
こ
う
し
た
議
論
が
世
界
を
席
巻
す
る
中
で
、
日
本
の
学
者
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た

だ
ろ
う
か
。
一
見
、
海
外
の
論
調
は
日
本
国
内
の
議
論
と
無
関
係
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
実

は
陰
に
陽
に
日
本
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
後
述
の
よ
う
に
経
営
家
族
主
義
そ
の

も
の
が
明
治
日
本
で
生
ま
れ
た
概
念
な
の
だ
が
、
日
本
の
会
社
を
家
族
に
比
し
た
外
国
人
学
者

の
多
く
は
、
産
業
社
会
学
者
で
『
日
本
的
経
営
』（
１
９
８
４
年
）
を
著
し
た
尾
高
邦
雄
や
、

社
会
人
類
学
者
で
文
化
勲
章
を
受
章
し
た
中
根
千
枝
の
影
響
を
受
け
て
い
た
。
特
に
、
中
根
の

『
タ
テ
社
会
の
人
間
関
係
』（
１
９
６
７
年
）
は
、
１
９
７
０
年
にJapanese Society

と
し
て

英
訳
さ
れ
、
海
外
に
お
け
る
日
本
研
究
の
必
読
書
と
な
っ
た
程
で
あ
る
（
た
だ
し
原
典
と
英
語

版
で
は
構
成
と
表
現
が
か
な
り
違
う
）。

　
私
の
専
門
は
文
化
人
類
学
な
の
で
、
中
根
に
つ
い
て
も
う
少
し
詳
し
く
述
べ
る
と
、
彼
女
は

「
場
」
と
「
資
格
」
と
い
う
対
概
念
を
提
示
し
て
、
日
本
に
お
け
る
場
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

大
学
を
例
に
と
れ
ば
、
教
授
や
事
務
員
や
学
生
と
い
っ
た
資
格
の
差
を
乗
り
越
え
て
、
同
じ
大

学
と
い
う
場
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
醸
し
出
さ
れ
る
一
体
感
が
大
切
な
の
だ
と
い
う
。
場
を

共
有
す
る
者
は
「
ウ
チ
」
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
者
は
「
ヨ
ソ
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
日

本
的
場
の
原
型
は
生
活
の
場
と
し
て
の
イ
エ
（
家
）
に
あ
り―

―

イ
エ
は
家
族
の
他
に
同
居
す

る
親
族
や
住
み
込
み
の
従
業
員
な
ど
を
含
む
生
活
集
団
と
し
て
理
解
さ
れ
る―

―

、
会
社
を
含

む
す
べ
て
の
日
本
の
組
織
は
イ
エ
の
構
造
的
拡
大
に
他
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
が
中
根
の
主
張

で
あ
っ
た
。Ｊ
Ｒ
が
「
国
鉄
」
と
呼
ば
れ
た
時
代
に
「
国
鉄
一
家
」
と
い
う
標
語
が
あ
っ
た
が
、

中
根
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
日
本
人
の
イ
エ
意
識
の
反
映
に
他
な
ら
な
い
。
海
外
の
経
営
家
族
主

義
論
者
に
と
っ
て
、
中
根
の
著
作
は
日
本
の
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
（
主
流
派
）
か
ら
の

格
好
の
お
墨
付
き
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
お
墨
付
き
を
与
え
た
の
は
学
者
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
経
営
者
も
日
本
の
伝
統
と
し
て
の
経

営
家
族
主
義
に
つ
い
て
積
極
的
に
発
言
し
た
。
そ
の
代
表
が
ソ
ニ
ー
の
盛
田
昭
夫
で
、
彼
は

M
ade in Japan

（
１
９
８
６
年
）
と
い
う
外
国
人
読
者
向
け
の
著
書
で
、「
日
本
の
経
営
者
の

も
っ
と
も
重
要
な
使
命
は
、
企
業
内
に
家
族
的
雰
囲
気
を
作
る
こ
と
で
あ
る
」
と
公
言
し
た
。

日
本
の
文
化
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
研
究
し
た
吉
野
耕
作
に
よ
る
と
、
い
わ
ゆ
る
日
本
人
論
・
日

本
文
化
論
の
最
大
の
消
費
者
は
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
、
特
に
海
外
進
出
を
果
た
し
た
大
企
業
の
戦
士

で
あ
っ
た
と
い
う
。
異
文
化
折
衝
の
現
場
に
立
た
さ
れ
た
彼
ら
は
、
盛
田
の
よ
う
な
発
言
を
携

え
て
外
国
人
と
交
流
し
た
の
だ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
経
営
家
族
主
義
は
明
治
以
降
の
家
族
国
家
観
と
深
い
関
係
が

あ
る
。
家
族
国
家
観
と
は
、
日
本
を
１
つ
の
大
家
族
と
み
な
し
て
、
天
皇
と
臣
民
の
関
係
を
「
家

１
９
５
５
年
生
ま
れ
。
文
化
人
類
学
者
。
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
大
学
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
校
博
士
課
程
修
了
。
米
国
ヴ

ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
大
学
助
教
授
な
ど
を
経

て
、
現
在
、
北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
。

著
書
にN

ative A
nthropology

（T
rans Pacific 

Press

）、『
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
の
人
類
学
と
民
俗
学
』（
弘

文
堂
）、
編
著
に
『
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
を
い
か
に
生

き
る
か
』（
平
凡
社
）、『
日
本
は
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ

た
か
』（
昭
和
堂
）
な
ど
。

Kuwayama Takami

他
者
の
眼
差
し
が
も
た
ら
す
も
の




